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（１）第2回目の東京の５００名の抗体測定で陽性は４名でした。 

5月の東京では前回と合わせ１０００例で７例０.７％の陽性でした。  

 

5月25日に東京都内の医療機関で採血された（株）LSIメディエンス様から検査残余血漿サンプ

ル、500例につき前回と同じに、倫理委員会の許可を得て、新型コロナウィルスへのIgGとIgMの

定量測定を行いました。 

  

　結果　陽性　４名 

　年代、性別　３０代女性、４０代女性、８０代女性、９０代男性 

 

前回と今回の重複サンプルはなく、5月の東京では１０００例で７例の陽性判定です。なお、前回

は、３名で２０代男性、３０代男性、５０代男性でした。いずれもIgM陽性ではなく、既感染例の

可能性が高いと思われます。 

 

（２）協議会参加の医療機関で２０１９年以前の検体１００例を定量法で測定し陽性例はありま

せんでした。 

  

＜参考＞　新型コロナウィルス抗体検査機利用者協議会の推奨する陽性判定基準 

陽性判定は、IgGのみで行う。  

 

陽性 IgG １０AU/mL 以上 

要経過観察 IgG 　５AU/mL 以上 １０AU/mL 未満 

陰性 IgG 　５AU/mL 未満 

  

IgM値は単独では判定せず、IgGと合わせて判定する。 

陽性 IgM １０AU/mL 以上　かつIgG陽性の場合 

　　発症２週間以内で、IgM陽性の場合、重症化の可能性があるので注意すること。 

　　発症４週以降も、IgM陽性の場合、長期ウィルス遷延例の可能性があるので注意すること。  


